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Summary
In the late twelfth century, the inquiry into the knight’s fee was made at Ramsey Abbey. The in-
formation was gathered and compiled, and then transcribed into the manuscript which is now pre-
served as the Cotton Galba E.x at the British Library. This document has the long sentences of the
manor of Walton which was annexed into Ramsey estates in the 1130s. Accordng to them, Walter de
Bolebec held this manor in chief from the king and Aubrey, widow of Eustace de Shelley, Walter’s ten-
ant, donated it to the abbot of Ramsey abbey. But one of Walter de Bolebec’s charters contained in
some cartularies of Ramsey demonstrates that Walton was given to be held by the two knights’ serv-
ice. When and how was the tenure by the knight’s service changed into that by frankalmoign? Did the
abbot conciliate Aubrey and force Walter de Bolebec to give up the land to be held by the military
service? By trying to answer these questions, I’ll make an additional research on the manor of Walton
not sufficiently dealt with in my last paper.
は じ め に
先に、筆者は、イングランドのラムジ修道院に関係する二点の文書を比較検討した1。
ひとつは、1166年に王国規模で行われた『カルタエ＝バローヌム（Cartae Baronum）』と通称される行
政調査記録のなかの当該修道院の報告書の写しであり、いまひとつは、やはりラムジ修道院が作成し、修
道院の記録集成のなかに複写された文書である。後者には、修道院に近接するウォルトンと呼ばれるマナ
に関して、文書全体に比して不釣合いなほど詳しい記述が含まれている。この一節は、文書の他の部分と
の関連も、オリジナル文書の一部だったのかも明確ではない。拙稿は、上記二点の文書の、どちらがどち
らを基にしているのかを問い直そうとするものであったが、ウォルトンについての記述箇所は、全体の論
旨に直接関わらないものと判断して詳しい検討を避けた。本稿は、ウォルトン＝マナが修道院領となった
経緯について、やや立ち入った分析を行い、前稿では触れることのなかった13世紀以降の同マナの保有状
況を概観することで、前稿を補足しようというものである。
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まず、二点の文書を改めて概観しておこう。
『カルタエ＝バローヌム』所収のラムジ修道院の報告書（以下、カルタという）は、13世紀にイングラ
ンド財務府（Exchequer）で作成された2冊の書物－『財務府の赤書（The Red Book of the Exchequer）』2
と『財務府の黒書（The Black Book of the Exchequer）』3－のなかに伝来する。修道院が提出した報告書
自体は現存していない。調査は、国王直属封臣（tenant-in-chief）が、王に負っている軍役負担を果たす
ために授封している陪臣（sub-tenant）、すなわち騎士の氏名と騎士封（knight’s fee）の数を報告させた
ものであるが、ラムジ修道院のカルタは、騎士封数ではなく、陪臣が保有する土地のハイド数を記載して
いる点で例外的なものである。
後者の、ラムジ修道院写本に収録の文書（写本の呼称をとって、以下ガルバ文書と呼ぶ）は、写本全体
の筆写が13世紀初頭と推定されるが、こちらもオリジナルは現存せず4、写本への複写のみが残っている。
さらに14世紀の写本『ラムジ修道院カーチュラリ』（以下、『カーチュラリ』という）には、別のヴァージョ
ンの転写が収録されている5。ほぼカルタと同一の内容をもつガルバ文書および『カーチュラリ』収録文
書の、しかしカルタとの大きな相違点は、カルタが記載すべきはずだった騎士封数を明記していることで
ある。なぜ、国王に提出された文書では、国王の質問を無視した回答がなされ、修道院に保存された文書
に、王に報告すべき事項が記載されたのか。この問いについては、前稿で筆者の考えを述べたので、ここ
では繰り返さない。
もうひとつの特徴は、ほぼ騎士の氏名とその騎士封のリストに過ぎないガルバ文書に、詳細なウォルト
ン＝マナに関する記述があることである。その全文を、以下に掲げる。
「しかるに、ウォルトンは、ヘンリ王の証書が証明しているとおり、オーブリ＝ド＝シェリィ（Aubrey
de Shelley）が彼女の相続財産として、ラムジの聖ベネディクト教会に自由寄進保有地として譲渡した
ものであった。そしてこの贈与を、ウォルタ＝ド＝ボウルベック（Walter de Bolebec）とその妻およ
び息子達が確認した。さらに光輝に満ちた王ヘンリ（1世（在位1100－35年））が、この贈与を永続的
な自由寄進保有として確認したのである。ところが（スティーヴン王治世（1135－54年）の）内戦時、
前記オーブリの息子達が力によって同村を占拠し、彼らの主張によれば、同地について2騎士役を負担
する、という。
その後ウィリアム院長は、教会の古来の権利として前記ウォルトンの村を回復する使命を負っていた
のだが、不法に同地を保有していた騎士が没した後、自らの兄弟に騎士の妻を婚姻相手として村落とと
もに与えたのである。」6
このウォルトンに関する記述箇所は、カルタには存在しない。ただし、ウォルトンのことを指している
のではないかと想定される箇所が、カルタにはある。次の一節である。
「しかしヘンリ王の崩御後に、教会の直領地の一部をある者達が保有するにいたりました。」7
この短い文章には具体的な名が挙げられていないので、上記ウォルトンのことを指していると断言はで
きないが、その可能性は高い。とすれば、ガルバ文書のウォルトン＝マナに関するくだりもカルタの記述
に呼応していることになり、上記の文章はオリジナルのガルバ文書に本来含まれていたものと考えられ
る、というのが、前稿での筆者の推定である8。
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ガルバ文書に、ウォルトンがラムジ修道院所領に編入された経緯が詳細に描かれている理由はひとまず
おくとして、この記述が可能だったのは、引用箇所冒頭に記されているように、ウォルトンの贈与に関す
る証書類が修道院に保管されていたからである。それらは、『カーチュラリ』および『ラムジ修道院年代
記』（以下、『年代記』という）9などに転写収録されている。
一方、内戦時以降の状況に関する説明は、ひどく簡略である。オーブリ＝ド＝シェリィの息子達の氏名
も明記されていないし、ウィリアム院長の兄弟の名も書かれていない。ウィリアムは1166年にカルタを提
出した当の院長であるが10、そのことが曖昧な書き方がされていることと関係があるのかもしれない。こ
の点については、後に触れる。
以下、まず証書史料にもとづいて、ガルバ文書の記載内容を裏付けていこう。
1 ウォルトン＝マナのラムジ修道院領への編入
ウォルトンあるいは16世紀以降の呼び名ではウッド＝ウォルトン（Wood Walton）は、ラムジ修道院と
同じハンティンドンシャ内の、修道院から5、6マイル南西に位置する。
1066年のノルマン征服後、ヒュー＝ド＝ボウルベック（Hugh de Bolebec）が王から保有し、『ドゥーム
ズデイ＝ブック』では、5ハイドと査定されている。ヒューの後継者がウォルタ＝ド＝ボウルベックであ
る11。
ガルバ文書によれば、ウォルトンは、オーブリ＝ド＝シェリィが自由寄進保有（frankalmoign）として
ラムジ修道院に譲渡し、それを、オーブリの亡夫の主君ウォルタ＝ド＝ボウルベックとその妻子が承認し
たものである。このことを、もっともよく整理して伝えているのが、『カーチュラリ』である。同書には、
七点の証書が、恐らくは筆写を担当した書記または修道院長が想定した年代順に並べられている。
① ウォルタ＝ド＝ボウルベックの第一の証書
② オーブリ＝ド＝シェリィの証書
③ ウォルタ＝ド＝ボウルベックの第二の証書
④ ウォルタの妻ヘレウィザの証書
⑤ ウォルタの息子ヒューの証書
⑥ ヘンリ1世王の証書
⑦ ヘンリ2世王の証書
注目すべきは、ウォルタ＝ド＝ボウルベックの第一の証書である。同文書は、ガルバ文書の記述にはまっ
たく出てこない情報を含んでいる。それによれば、そもそもウォルトンは、ウォルタ＝ド＝ボウルベック
が、2騎士封の軍役奉仕によりラムジ修道院長に保有を認めたものである。
［1‐1］ウォルトンについてのウォルタ＝ド＝ボウルベックの証書［1133‐61年］
今生の人々、また来るべき人々へ、以下のことを知られたい。ウォルタ＝ド＝ボウルベックは、ラムジ
修道院長ウォルタ（Walter）ならびに同地で同院長に従う他の人々に対し、ウォルトンの土地を、彼お
よび彼の相続人から二騎士の奉仕によって保有されるべきものとして、譲与した。この二騎士の奉仕は、
新城塞の警護を除いて、彼の同輩達が同封地について果たしているすべての奉仕のうちに（含まれるもの
で）あり、以下の契約によっている。すなわち、もし院長ウォルタが死去あるいは転出した場合、次の院
長が就任し、10マルク銀を贈与の後、その新院長が相続許可料を支払って同地を保有し、奉仕を実行する
まで、修道士団が同地を再取得し、保有して、ウォルタ＝ド＝ボウルベックまたはその相続人に対する奉
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仕を果たすものとする。また、もしも修道士団が同地を再取得することを望まないのであれば、ウォルタ
＝ド＝ボウルベックあるいは彼の相続人が、新院長が赴任し、同じく10マルク銀－修道士団が欲するなら
ば、彼らに与えられる－によって同地を再取得し、保有するまで、同地を保有すべきである。そしてこの
契約について、院長ウォルタは、彼が自らの代理に任じた二人の騎士、すなわちエヴァウィン（Everwin）
およびヘンリ＝ド＝ウィストン（Henry de Whiston）によって、彼を安堵させるべし。彼らのうち、い
ずれかが死去した場合は、修道院長は、主君ウォルタ＝ド＝ボウルベックまたは彼の相続人の選定により、
自らの代理として別の者を任ずるものとする。そして、もし新院長が赴任した際、本契約に関して、ウォ
ルタ＝ド＝ボウルベックまたは彼の相続人が二名の騎士の交代を望むなら、改めて彼らの選ぶ別の二名の
騎士を任じて、ウォルタ＝ド＝ボウルベックまたは彼の相続人を安堵させるべし。そしてもし修道院長が、
主君ウォルタに対し、何らかの損害を与え、ウォルタが院長を告発した場合は、同人は彼の裁判所に出頭
し、世俗封の場合と同様に、彼への正義を果たすべし。そしてこのことを、私は、他ではないベドフォー
ドあるいはバッキンガムの州においてのこととして言っているのである。そして修道院長が出頭しない場
合は、ウォルタ＝ド＝ボウルベックまたは彼の相続人は、世俗の封と同様に、自らの出費によって、彼（の
出頭）を強制すべし。ウォルタ＝ド＝ボウルベックが自身の裁判所で訴訟を行い、修道院長の出頭を欲す
るならば、修道院長は可能なかぎり自ら出頭し、あるいは上記州の適切な人々のなかから幾人かを派遣す
る。これは適切な召喚によるものであり、適切な事由なきもの（ではない）。また何人かが現れて、同地
における権利を主張した場合、正義をなすことが、畢竟、主君ウォルタ＝ド＝ボウルベックにとって当然
なすべきことである以上、主君ウォルタは、臣下に対するときのように、修道院長の側に立つであろう。
そしてもし当該人が、同地に関する権利を実証することができた場合は、同人は、修道院長ウォルタまた
は院長の後継者から同地を保有し、土地の交換や主君が修道院長または彼の後継者に与えるべき金銭の請
求は行わない。そして修道院長は同地を、ウォルタ＝ド＝ボウルベックあるいは彼の相続人から保有する。
そして本契約を、主君ウォルタ＝ド＝ボウルベックおよび彼の妻ヘイレニウス（ヘレウィザ Helewisa）
と息子ヒューが、修道院長ウォルタと彼の後継者に対し認可した。この契約に立ち会ったのは、同地の相
続人だったオーブリ（＝ド＝シェリィ）で、同地を彼女の相続財産として、主君の贈与とともに、修道院
長ウォルタおよび彼の後継者に譲与した。本文書が詳述する、この譲与の証人は下記のとおりである。ロ
バート＝ド＝ハムフランクヴィル（Robert de Humfrancville）、ユースタス＝フィッツ＝ジョン（Eustace
fitz John）、ウォルタ＝エスペック（Walter Espec）、サイモン＝ド＝ビーチャム（Simon de Beauchamp）、
ウォンスリン＝マモット（Wancelin Mamot）。これらの者達はウォルタ＝ド＝ボウルベック側の証人で
ある。修道院長ウォルタ側からは、ラルフ＝フィッツ＝ウィリアム（Ralph fitz William）、その息子ロバー
ト、ロバート＝ド＝グレイ（Robert de Gray）ならびに、他の封建臣従を行っている家臣達、あるいは他
の修道院領の多くの人々12。（下線は、筆者による。以下、同じ。）
本証書によれば、ウォルトンはウォルタ＝ド＝ボウルベックとラムジ修道院長ウォルタの間の封建契約
により保有される2騎士封の土地で、修道院長の交代の場合には、世俗領主と同様に相続許可料の支払い
を伴う。また領主の封建裁判権についても明記されている。バッキンガムシャは、ウォルタ＝ド＝ボウル
ベックの本領が所在する州である13。
証書の作成時期は、ウォルタの院長在任期間である1133年から1161年まで、とやや幅がある。しかし後
続の証書との関連から、後述のように、もう少し絞りこむことができる。
文面から判断すると、エヴァウィンとヘンリ＝ド＝ウィストンの二人が、修道院長に代わって騎士役を
負担する騎士達であるようだ。また後段をみると、この所領の相続人はオーブリ＝ド＝シェリィであった
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が、彼女の修道院長への譲与により、ウォルトンは、ウォルタ院長がウォルタ＝ド＝ボウルベックから保
有する騎士封となった。恐らく、オーブリの夫の死後、新たな騎士役負担者をウォルタ＝ド＝ボウルベッ
クが探しており、オーブリの了承のもと、ラムジ修道院長と新しい契約を結ぶに至ったのだろう。しかし、
次のオーブリの証書は、一転して、同マナを自由寄進保有地として、ウォルタ院長に譲与する内容となっ
ている。
［1‐2］ウォルトンについてのオーブリの証書［1134年］
父と子と精霊の聖三位一体の名において。
私、ライネルム（Reinelm）の娘で、ユースタス＝ド＝シェリィ（Eustace de Shelley）の妻であるオー
ブリが、今上の人々、来るべき人々に、以下のことを告げる。我が夫の死後、数年を経て、主の慈愛への
期待と霊感の示すところにより、私と夫、そして私の先祖の魂の安寧のために、私は、主とラムジの聖ベ
ネディクト教会、当地で主にお仕えする修道院長と修道士の方々に、完全かつ永続的な自由寄進保有地と
して、ウォルトンのマナを譲与し、本証書によって確認した。同マナは、相続権により私のものとなった
が、村落の内と外の、あらゆる付随物件とともに、上記教会により永続的に保有されるものとなる。すな
わち、土地であろうと、牧草地であろうと。放牧地であろうと、森であろうと、平地であろうと、池であ
ろうと、沼地であろうと。イングリッシュ＝ヒグニィ（English Higney）と呼ばれる小島を含めて、他の
あらゆる事物とともに、同地に附属する自由と慣習を含めて、私や私の先祖の人々が自由かつ平穏に保有
してきたように。かくして私は、以下のことを強く欲する。上記教会と修道士の方々が、上記マナを、あ
らゆる付随物件とともに、永続的かつ平穏に、どれほどのものが私と私の相続人に属していようと、私や
私の相続人から自由で、あらゆる人的隷属からも、賦課からも免れて保有されんことを。本贈与を、私は、
前記教会と修道士の方々に対し、主君ウォルタ＝ド＝ボウルベック－上記マナは彼の封地に含まれている
－、同ウォルタの息子で相続人のヒュー、私の息子で相続人のユースタスら出席者の同意のもと、最もキ
リスト教徒として相応しい王ヘンリの面前で、主イエス＝キリストの受肉から1134年目、ヘンリ王即位か
ら35年目に、行った。
本贈与が確固として永久のものとなるように、私は、そこに私の印章を付して強固なものとなるよう計
らった。以下の証人の立会いのもと。すなわち、我が主君、そして上記の封地の領主であるウォルタ＝ド
＝ボウルベック、その息子で相続人のヒュー、ハンティンドンの大助祭ヘンリ殿、我が息子で相続人のユー
スタス、ジェフリィ＝デスカラーズ（Geoffrey d’Eschalers）の息子ブライアン、ベレンガー＝ル＝モイ
ン（Berenger le Moigne）、ヘンリ＝ド＝ウィストン、ガイ＝ザ＝ヤンガー（Guy, the younger）、ロジャ
＝ル＝モイン（Roger le Moigne）、ゴドリック＝ド＝エルトン（Godric de Elton）、アラン＝ド＝ギディ
ング（Alan de Gidding）、ロバート＝ド＝コニントン（Robert de Conington）、ウィリアム＝ド＝リンジ
（William de Lindsey）、ガイ＝ド＝バーウェル（Guy de Burwell）の息子ジョン、ウィリアム＝ブリトー
（William Brito）とその臣下であるロバートとアルマン（Alemin）、聖職者ロジャおよびオスクテル（Roger
and Osketel, clerks）、ウィリアム＝ザ＝クック（William the Cook）、ゴドマン＝ド＝ロウズホール（Godman
de Lawshall）、その他多数の人々。
それゆえ、本贈与を侵す者、無に帰せしめようとする者は誰であれ、主がその名を生命の書より消し去
り、ダタンとアビラム14とともに火炎地獄の底へと沈められるであろう。アーメン。しかし、本贈与を確
たるものとなし、しっかりとした、あまねく知られるものとしようとする者は、なべての聖人とともに永
遠の生命と安息を得ることでしょう。アーメン。アーメン。アーメン。15
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このオーブリの証書がウォルタの前掲証書の後に作られたものであるとすれば、ウォルタの第一の証書
の作成時期を1133－1134年の非常に狭い範囲内に限定できる。オーブリにユースタスという息子がいるこ
とから、ウォルタ＝ド＝ボウルベックが修道院長と新たな封建契約を結んだのは、ユースタス＝ド＝シェ
リィの男継嗣不在という理由からではなかったようだ。ウォルタの前掲証書で、修道院長が指名したヘン
リ＝ド＝ウィストンの名前も証人のなかに見られる。その前掲証書と本証書の関係は、まったく言及され
ていないが、続くウォルタ＝ド＝ボウルベックの第二の証書は、本証書の内容を確認するものである。
［1‐3］ウォルトンについてのウォルタ＝ド＝ボウルベックの証書［1134年？］
来るべき者達と今生の者達、聖なる教会のあまねく御子達へ。私、ウォルタ＝ド＝ボウルベックは、主
ならびに聖ベネディクト教会とウォルタ院長、そして当教会の修道士達に対し、ウォルトンのマナを、私
および私のすべての相続人から自由かつ解放されたもの、当教会の他の保有地を保有するのと同様に、王
から直接に保有するものとして、譲与する。この贈与と譲渡を、私は、私の父と祖父、私自身と私の妻、
そして私の子供達の魂のために行う。そしてこの贈与を、私の妻と息子達も確認した。
本贈与の証人となる者達は、ウィリアム＝ド＝アヴランシュ（William de Avranches）、ヒュー＝ド＝
メイルム（Hugh de Meilleme）、ロバート＝ド＝クレア（Robert de Clare）、ラルフ＝フィッツ＝ウィリ
アム（Ralph fitz William）、ヘンリ＝ド＝ウィストン、ベレンガー＝ル＝モイン、ロバート＝ド＝コニン
トン、リチャード＝ル＝ギンズ（Richard le Ginz）、ロバート＝ド＝ロウズホール（Robert de Lawshall）、
リチャード＝フィッツ＝ユロム（Richard fitz Eurom）、ガイ＝フィッツ＝ギルバート（Guy fitz Gilbert）、
ブライアン＝フィッツ＝ジェフリィ＝デスカラーズ（Brian fitz Geoffrey d’Eschalers）、ヒュー＝ド＝キン
ブル（Hugh de Kimble）、その他多数16。
本証書は、オーブリの証書の内容に即しているが、直接に上記証書に言及しているわけではなく、自由
寄進の言葉も用いられていない。その代わりに「王から直接に保有する」という文言が使われている。従っ
て、オーブリの証書と同時期の作成である証拠はないのだが、ヘンリ＝ド＝ウィストン、ベレンガー＝ル
＝モイン、ロバート＝ド＝コニントン、ブライアン＝フィッツ＝ジェフリィ＝デスカラーズらの証人は両
証書に共通している。またオーブリの証書には、ウォルタ＝ド＝ボウルベックと息子のヒュー＝ド＝ボウ
ルベックが立ち会ったと記されているが、それに呼応するように、続く四番目と五番目の証書は、上記ウォ
ルタ＝ド＝ボウルベックの証書を承認する妻－彼女が立ち会ったとは書かれていないが－と子のものであ
る。
［1‐4］ウォルタ＝ド＝ボウルベックの妻ヘレウィザの証書［1134年？］
やがて来るべき者達と今生の者達、聖なる教会のあまねく御子達へ。私、ウォルタ＝ド＝ボウルベック
の妻ヘレウィザは、私の夫と彼および私の相続人が、主とラムジの聖ベネディクト教会ならびにウォルタ
院長、そして当教会の修道士達に対し、ウォルトンのマナを永続的に、私や私の有するすべてのものから
の損失を受けることなく保有するべきものとして行ったウォルトンについての贈与を、確認する。
私による確認の証人達は、私の夫ウォルタ＝ド＝ボウルベックの贈与についての証人達と同一である17。
［1‐5］ウォルタ＝ド＝ボウルベックの子息ヒューの証書［1134年？］
来るべき者達と今生の者達、聖なる教会のなべての御子達へ。私ウォルタ＝ド＝ボウルベックの息子
ヒューは、ウォルトンのマナを、私の父と同様に、主とラムジの聖ベネディクト教会ならびにウォルタ院
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長、そして聖ベネディクト教会の修道士達に対し、永遠に自由かつ平穏に、私に対しても、私の（相続人
に）対しても、一切奉仕をなすことなく保有し、同マナを、当教会の他の保有地と同じく、直属の家臣と
して、王から直接に保有すると認識すべきものとして、譲与する。
私の父の贈与の証人達と同一の証人達による。すなわちウィリアム＝ド＝アヴランシュ、ヒュー＝メイ
ルムほか、である18。
以上の二点の証書については、説明の必要はないだろう。いずれもウォルタの第二の証書に言及してお
り、ヒューの証書では、父のそれと同様、「王から直接に保有する」という文言が繰り返されている。文
面の類似性からも、これら三点の証書は同時期の作成と推定される。
次に来るのは、オーブリの証書による、以上の贈与を承認する国王証書である。
［1‐6］ウォルトンについてのヘンリ1世王の証書［1134‐35年］
イングランド王ヘンリより、リンカン司教ならびにハンティンドンシャのフランス人およびイングラン
ド人、裁判官、州長官、バロン、そしてすべての忠実なる者達へ。
私は、主とラムジの聖ベネディクト教会と修道院長および修道士達に対し、永久寄進として、ウォルト
ンのマナを、土地であれ、森林であれ、沼沢地であれ、他のなべての事物であれ、すべての付随物件と合
わせて、本マナの相続権を有するユースタス＝ド＝シェリィの妻オーブリが同マナを彼らに譲与し、同封
地の領主であるウォルタ＝ド＝ボウルベックが、前記オーブリとともに、私の面前で本マナを譲与したと
おりに、譲与するものである。それゆえに、私は、強く命じ、欲する。前記教会と修道院長および修道士
達は、今より、そして永劫に、前記マナを、森林であれ、平地であれ、放牧地であれ、牧草地であれ、水
池とその周囲であれ、沼沢地であれ、通行路であれ、小路であれ、あらゆる物であれ、付随するすべてと
ともに、サクとソク、トルとティアム、インファンゲンセオフとすべての自由、および、これまでの保有
者が、よく、平穏に保有してきた同地に属する慣習的諸権利と合わせて、保有すべきことを。ただ今より、
同マナは、同修道院の他の土地と同様に、私の寄進地として保護の下に置かれる。
証人。（ブライアン＝）フィッツ＝カウント（Brian fitz Count）、マイルズ＝オヴ＝グロスタ（Miles of
Gloucester）、リチャード＝ド＝カーシィ（Richard de Curcy）、オーブリ＝ド＝ヴィア（Aubrey de Vere）、
ユースタス＝フィッツ＝ジョン（Eustace fitz John）。ウィンチェスタ（Winchester）にて19。
言うまでもなく、ガルバ文書で言及されている「ヘンリ王の証書」とは、このヘンリ1世の証書のこと
である。言い換えれば、ガルバ文書におけるウォルトン記述箇所の冒頭の数行は、［1‐2］から［1‐6］
までの諸証書をもとに書かれている。最後はヘンリ1世の証書を確認したヘンリ2世の証書で、この一連
の記録は終わる。
［1‐7］ウォルトンについてのヘンリ2世王の確認証書［1155‐59年］
イングランド王にしてノルマンディとアキテーヌの公、アンジューの伯ヘンリより、リンカン司教およ
びハンティンドンシャのフランス人とイングランド人、裁判官、州長官、バロン、そしてすべての忠実な
る者達へ。
私は、主とラムジの聖ベネディクト教会と修道院長および修道士達に対し、ウォルトンのマナを、永久
寄進として、他の付随物件とともに、同マナの相続権を有するユースタス＝ド＝シェリィの妻オーブリが
同地を彼らに譲与したとおりに、また同封地の領主であるウォルタ＝ド＝ボウルベックが前記オーブリと
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ともに、我が祖父ヘンリ王の面前において譲与したとおりに、譲与し、それを確認するものである。従っ
て、私は強く命じ、欲する。前記教会ならびに修道院長および修道士達は、同マナを、森林であれ、平地
であれ、放牧地であれ、牧草地であれ、水池とその周囲であれ、沼沢地であれ、通行路であれ、小路であ
れ、あらゆる物であれ、すべての付随物件と合わせて、ソクとサク、トルとティアム、インファンゲンセ
オフおよびすべての自由と、これまでの保有者が、よく、平穏に保有してきた同地に属する慣習的諸権利
とともに、よく、平和裏に、自由に、平穏かつ名誉をもって保有せんことを。そして同マナは、我が祖父
ヘンリ王の証書によって証明されているとおりに、ヘンリ王の保護のもとに置かれたのと同様に、私の保
護の下に置かれるものである。
証人。尚書トマス（＝ベケット）（Thomas the chancellor）、レスタ伯ロバート（Robert, earl of Leices-
ter）、ロバート＝ド＝ヌブール（Robert de Neubourg）。キングズ＝クリフ（King’s Cliff, Northamptonshire）
にて20。
以上の諸証書史料が物語るのは、次のような経緯であろう。
1134年頃、ウォルタ＝ド＝ボウルベックが国王から保有し、ユースタス＝ド＝シェリィに授封していた
ウォルトンの2騎士封の土地を、ユースタスの死後、ラムジ修道院長ウォルタが保有する契約が結ばれた。
あるいは、ユースタス死去の後、彼と同名の息子が未成年で、かつ寡婦となったオーブリが騎士役を負担
できる者との再婚を拒むなどの事情があったのかもしれない。しかし封建保有契約の証書が作成された後
になって、オーブリがマナを修道院に自由寄進保有地として贈与すると申し出たため、主君のウォルタも
承諾せざるを得なくなり、彼の妻子もそれを認め、最後は国王によって認可を得た、という筋書きである。
オーブリの証書以外、作成年月は記載されていないが、同証書が作成された1134年の翌年にはヘンリ1
世は死去しているので、［1‐2］から［1‐6］までの証書の作成時期は、1134年から1135年の間のこと
だった、とみて問題はないだろう。
ウォルトンの寄進は、オーブリの自主的なもののごとくみえるが、実際は修道院側による彼女の懐柔が
あったことが想像される。さもなければ、ウォルタ＝ド＝ボウルベックがそうやすやすと2騎士封のマナ
を手放すはずがない。ウォルタ＝ド＝ボウルベックとの封建契約を結んだあと、オーブリを説得して、修
道院への寄進を了承させる工作があったのではないか。とすれば、それは最初の契約から、それほど時日
をおいてのことではなかったろうから、［1‐1］の証書も1134年を大きく遡るものではない、と想定され
る。ウォルタの修道院長就任は1133年であるから、結局一連の交渉と証書の作成は1133年から1135年にか
けてのことだったとみられる。
修道院（長）による裏工作があったらしいことは、他の史料からも裏付けられる。ほかならぬ『カルタ
エ＝バローヌム』には、ウォルタ＝ド＝ボウルベックのカルタも収録されており、そのなかに次の一節が
ある。
以下は、王がウォルタ＝ド＝ボウルベックに、兄弟のヒュー＝ド＝ボウルベックの死後、譲与した所
領に関する情報である。すなわち、ヘンリ（1世）王の御世およびその死後に6騎士封、そしてラムジ
修道院長が王の力と保証、援助によって自由寄進保有地として保有している2騎士封である21。
「王の力と保証、援助」とは、ヘンリ1世の証書に書かれているように、ウォルタ＝ド＝ボウルベック
が王の面前に召喚され、オーブリの寄進を承認させられたことを意味しているのだろう。三十年以上たっ
ても、ボウルベック家にとって、このウォルトンのラムジ修道院への寄進は承服しがたい不満の種として
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残っており、依然として同マナを一族の保有すべき相続資産とみなしていたことが文面からうかがえる。
カルタに、あえて、ことの次第を書き付けているのも、先王（ヘンリ1世）の裁定に対する不満を現王（ヘ
ンリ2世）に訴えようという思惑があってのことだろう。一方、ウォルトンに関する最後のヘンリ2世の
証書は、トマス＝ベケット（1155年頃から1162年にかけて王の尚書を務めた）ら証人の顔ぶれからも、即
位（1154年）直後の作成とみて、まず間違いはなく、ウォルトンに限るものではないが、修道院が新王の
即位にあわせて、早速既得権の確保に動いた手際の良さを示している。
もう一点興味深いのは、これら一連の証書のうち、［1‐3］、［1‐4］、［1‐5］、すなわちオーブリの
証書を確認するウォルタ＝ド＝ボウルベック、その妻ヘレウィザ、息子ヒューの三人の証書のオリジナル
が現存しているということである22。三点の証書は、ほぼ同一のサイズで、似通った字体で書かれており、
同時期に作成されたもののように見えるが、ウォルタの証書はともかく、その妻と息子の証書まで作成さ
れたのは異例のことであろう。それだけ修道院が慎重を期して、相続人となる可能性のある者達から言質
を取っておこうとしたとみることもできるが、あるいは修道院による創作という可能性も否定できない。
確かに、［1‐2］のオーブリの証書には、ヘンリ1世の面前に、ヒュー＝ド＝ボウルベックも出頭した、
と書かれているが、証書を作成したとは述べていない。［1‐6］のヘンリ1世の証書にも、ウォルタ＝ド
＝ボウルベックがオーブリ＝ド＝シェリィとともに宮廷に参内し、ウォルタがオーブリの譲与を確認し
た、と記されてはいるが、証書によってとは書かれていない。憶測の域を出るものではないが、上記の三
点の文書については、オリジナルが存在することが逆に疑いを強める。あるいは、ウォルタ＝ド＝ボウル
ベックが証書の作成を拒んだため、ウォルタないし後代の修道院長が作成を指示し、さらにそれを補強す
るために、ヘレウィザとヒュー＝ド＝ボウルベックの証書まで偽作させたのではあるまいか23。
以上が、ウォルトン＝マナがラムジ修道院領となった経緯、すくなくとも、『カーチュラリ』の編纂者
が、修道院の歴史の一部として再構成した事実である。諸証書が、今見るような順番に並べられているの
も、『カーチュラリ』編纂者が、これら証書の相互関係を上記のような経緯として理解していたことを示
しているといえよう。この点を、たとえば『年代記』と比較すると、同年代記の写本は14世紀の複写とみ
られているが、オリジナルは12世紀末の成立だという。同書では、［1‐2］から［1‐7］の証書が続け
て筆写されているが、［1‐1］だけは、それらの証書より前に、離れて記載されている24。どうやら『年
代記』の編纂者は、［1‐1］の証書と後続の諸証書との間の内容の齟齬に戸惑い、相互の関連を充分理解
できなかったかのようである。
いずれにせよ、1130年代のウォルトンのマナ譲渡に関する修道院の記録は詳細を極めているが、その後
のウォルトンの運命については、『カーチュラリ』も『年代記』も、俄然沈黙する。ガルバ文書の関連箇
所後半に眼を移すことにしよう。
2 ウォルトン＝マナの騎士封への復帰
ガルバ文書によれば、内戦が始まるとともに、オーブリ＝ド＝シェリィの息子達がウォルトンを占拠し、
騎士封としての保有を主張した、という。いわゆるスティーヴン治世のイングランドの内戦が始まるのは、
1138年以降である。『ヴィクトリア州史』では、このマナの占拠が起こったのを、ジェフリ＝ド＝マンド
ヴィルが修道院を制圧した1143年のことであろう、と推測している25。
『カーチュラリ』には納められていないが、近接する時期の文書として、『年代記』には、スティーヴン
王による以下の令状が収録されている。
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［2‐1］占有回復についてのスティーヴン王の命令［1153年？］
イングランド王スティーヴンより、（ハンティンドン）伯サイモンへ。汝に以下のとおり命じる。ウォ
ルトンのマナについて、ラムジ修道院長に占有を回復させ、同マナを、よく、平和裏に、名誉をもって、
ヘンリ王存命中に保有していたのと同様に、保有せしめよ。ラルフ＝ド＝ノーマンヴィル（Ralph de Nor-
manville）あるいは他の何人かが、同マナを修道院長から奪って、不法に占有し、同人に損害や侮辱を与
えることを許してはならない。このことについて、これ以上訴えを耳にすることのないように。何人であ
れ、同院長や修道院の許可なく立ち入ることを、私は欲しない。証人。イーリィ司教ナイジェル（Nigel,
bishop of Ely）。ノーサンプトンにて26。
上記令状は、ウォルトン＝マナが占有侵奪されたこと、侵奪者はラルフ＝ド＝ノーマンヴィルという人
物だったらしいことを伝えるが、オーブリの証書によると、彼女の息子の名前は、父親と同じユースタス
で、他の兄弟の名については言及がない。ガルバ文書にも、上述のとおり、いずれの息子の名も記載され
ていない。前節に掲げた［1‐7］のヘンリ2世証書は1150年代後半の作成と考えられるが、ウォルトン
をラムジ修道院の自由寄進保有地として認定したヘンリ1世の証書を、ほぼ字句どおり繰り返している。
同証書からは、修道院がウォルトン＝マナを自由寄進保有による直領地とみなす姿勢を変えていなかった
ことがうかがえるが、カルタおよびガルバ文書による限り、また上記のスティーヴン王の令状の送付にも
かかわらず、実際はシェリィ家の兄弟によって保有され続けていたことになる。事態の打開が図られるの
がウィリアム院長の時代、すなわち1160年代以降になってから、とガルバ文書には記されているからであ
る。
しかしウィリアム院長による対応策－自らの兄弟を、シェリィ家の寡婦と婚姻させること－が、修道院
にとって必ずしも好ましいものとみなされなかったことは、ガルバ文書の書きぶりからも感じられる。さ
らにガルバ写本には、ガルバ文書のあとにいくつかの文書を挟んで、「以下はウィリアム院長の時代のこ
とである（Isti sunt de tempore Willelmi, Abbatis.）」との見出しのもと、同院長が割譲した修道院領の一
覧を記した文書が収録されている27。この文書の前に転写されている二点の文書は、それぞれ「以下は、
ウォルタ院長が、修道士団の意志に反して、修道院領から譲渡したものである」、「以下は、ウォルタ院長
が、修道士団の意志に反して、譲渡した宝物である」と題されて、ウォルタ院長の不当な措置に対する批
判の意図を匂わせており28、ウィリアム院長についての上記の記録も、非難の意味が込められていると推
察される。そのリストのなかに、ガルバ文書の記述にほぼ等しい文章が写されている。
またウォルトンの村については、院長は修道院の古来の権利として、同村を回復する責務があったが、
同地を不法に保有していた騎士が死亡すると、自らの兄弟を前記の騎士の寡婦と結婚させ、同村を獲得
させた29。
ウィリアム院長には、これ以外にも、親族に修道院領の一部を与えたという記述があり30、そのネポティ
ズムが批判の対象となったようだが、ガルバ文書に、院長の兄弟の氏名が記載されていないのは、記述が
なされた当時に、当該人物が存命していたため、元院長の肉親の名前を挙げるのをはばかったせいであろ
うか。
以上のように、ヘンリ1世治世における、ウォルトンの修道院への寄進については、『カーチュラリ』
も『年代記』も饒舌にその経緯を語るが、スティーヴン治世におけるシェリィ家の兄弟によるマナの占拠
と、ヘンリ2世治世におけるウィリアム院長によるマナ回復の方策の件になると、突如寡黙になる。この
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対比は、ある意味鮮やかでさえある。それでは、ウォルトン関連文書が『カーチュラリ』にまとめられる
以前の、13世紀におけるウォルトンの保有状況はいかなるものなのだろうか。この点に関する関係文書の
検討に進もう。
3 13世紀初頭のウォルトン＝マナ
13世紀に入ると、再びウォルトン関係の文書が頻出し、『カーチュラリ』では、やはり関連文書が一箇
所にまとめられている。しかし第1節で検討した12世紀前半の諸文書とは分けられており、編纂者にとっ
ても、両文書群は必ずしも首尾一貫したものとは映っていなかったもののようにも受け取れる。中心とな
るのは、ラムジ修道院長ヒューとマイケル＝ド＝ウォルトンの間の諸文書で、第一に来るのは最終和解譲
渡証書である。
［3‐1］マイケル＝ド＝ウォルトンとラムジ修道院長ヒューの最終和解譲渡証書［1219年］
以下は、ジョン王の子息ヘンリ王の治世3年の洗礼者聖ヨハネの祝日（6月24日）より15日目に、ウェ
ストミンスタの国王裁判所において、王の財宝庫長ユースタス＝ド＝フォカンバーグ（Eustace de Faucun-
berge）、マーティン＝ド＝パティシル（Martin de Pateshill）ならびに当日臨席していた他の王の忠実な
裁判官の面前で、原告のラムジ修道院長ヒューの代理ラルフ＝ド＝ノーサンプトン（Ralph de Northamp-
ton）修道士と、被告のマイケル＝ド＝ウォルトンの子息マイケル（Michael fitz Michael de Walton）の
間で、ウォルトン所在の2カルキットの付随物件つきの土地をめぐって取り交わされた最終和解である。
上記裁判所において、関係者が召喚され、大アサイズによる認定がなされた。その結果、前記マイケルは、
自身ならびにその相続人が、前記修道院長およびその後継者とラムジの聖ベネディクト教会に対し、永久
に、ダードマンズミア（Dirdmannesmere）沼沢地とヒグニィの島を、同島に付随するあらゆる物件とと
もに、またロジャ＝ザ＝タナー（Roger the Tanner）が保有する1エーカーの土地、リチャード＝ル＝パ
ルール（Richard le Parlour）が保有する1エーカーの土地、ウィリアム＝ブランチャード（William
Blanchard）が保有する1エーカーの土地、サイモン＝ザ＝クック（Simon the Cook）が保有する1エー
カーの土地を、彼らロジャ、リチャード、ウィリアム、サイモンと、彼らロジャ、リチャード、ウィリア
ム、サイモンの世帯の者達とともに、さらにウォルトンの森の半分を付随するものとともに、権利放棄す
ることを承認した。その半分とは、レイブリ（Raveley）の対面にあり、その長さと幅は、以下の境界に
より区画された広さをもっている。すなわち南は沼沢地よりレイブリの森とウォルトンの森を分ける古い
境界を通り、さらにストリング（Stallinge）の森とウォルトンの森を分ける古い境界を通り、さらにリプ
トン（Ripton）の森とウォルトンの森を分ける古い境界を通り、水路を渡って Wadesbrige にいたる。そ
して西は Portweie を通り、森の中を抜けて Cuntesrodesweie にいたるが、（この道は）ウォルトンの森
とウォルトンの村落の入り口の間を通っている。そして同じ Cuntesrodesweie を通るとロバート＝ド＝
ベヴィル（Robert de Beville）の開墾地の端の土地へと出る。さらに北側のハシバミの木々の傍らに Brocho-
les と呼ばれる境界があり、その境界は、ハシバミの木々の生えている場所同様、前記のロバートの開墾
地の傍らにあって、前記の Cuntesrodesweie へといたる。そこからその Cuntesrodesweie を下って、さ
らに北に進むと、前記のロバートの開墾地と森の間を抜けて Radeweye へといたる。Radeweye は、バロ
ウ（Barrow）とウォルトンの森の間を抜け、サールズ＝クロス（Crux Serlonis）へといたる。それから
沼沢地とバロウの森にある30エーカーの半分の土地へといたる。これは前記マイケルが直領地として保有
しているもので、すなわち東側の森の15エーカーである。（この土地は）その長さと幅は、南の耕地から
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北の沼沢地まで広がっている。それらのすべてを、前記修道院長は、上記の2カルキットの土地に付随す
る一部として、ラムジの聖ベネディクト教会の直領地として確保する。続いて同マイケルは、前記修道院
長とその後継者およびラムジの聖ベネディクト教会に対し、自身とその相続人が、ベレンガー＝ル＝モイ
ン（Berengar le Moigne）の封について保有するすべての権利と要求を永久に放棄することを承認した。
ベレンガーの封地は、同人が、ウォルトンの前記村落において、前記マイケルの祖先から保有していたも
のであった。そしてこの最終和解の権利放棄に対し、同院長は、前記マイケルに、前記ウォルトンの2カ
ルキットの土地の残りの部分を、同院長とその後継者およびラムジの聖ベネディクト教会から、同マイケ
ルとその相続人によって、1騎士封の五分の一の奉仕で、そのすべての奉仕によって永続的に保有される
ものとして、譲与した。続いて同院長は、前記マイケルに対し、20マルク銀と15クォータの小麦、40シリ
ングの小型馬1頭を与えた。この和解が結ばれたのは、前記ロジャ、リチャード、ウィリアム、サイモン
の面前においてであり、彼らは農奴であって、前記の4エーカーの土地は農奴保有による土地である31。
この文書では、マイケル＝ド＝ウォルトンは、ウォルトン所在の2カルキットの土地のうち、ヒグニィ
の島、4人の隷属農民と彼らの保有する4エーカーの土地、そしてウォルトンの森の半分を修道院に譲渡
している。ヒグニィは、オーブリ＝ド＝シェリィの証書の中で言及されている32。また森について、その
範囲が詳細に記録されているのが特徴的である。さらに2カルキットの残りの部分については、マイケル
＝ド＝ウォルトンが五分の一騎士役によって保有するものと認められている。この最終和解訴訟に際して
は、修道院長による証書も作成されたものらしい。次に挙げるのが、それである。
［3‐2］ウォルトンに関するヒュー院長と修道士団の証書［1219年？］
主の恩寵によりラムジの修道院長たるヒュー、ならびに同院の修道士団より、すべての者らへ。
以下のことを知られたい。私は、マイケル＝ド＝ウォルトンの子息マイケルに対し、ウォルトンの村に
ある2カルキットの土地のうち、残余部分を附属物件を含めて譲与し、本証書により確認する。このこと
について国王裁判所において我々の間で訴訟がなされ、同訴訟では、国王裁判所で我々の間で作成された
カイログラフに記されているとおり、我々が直領地に保有している分を除いて、彼および彼の相続人は、
私および私の後継者から、全修道院領の共同で果たす軍事奉仕によって（上記の土地を）保有することと
なった。さらに以下のことを知られたい。前記マイケルは、上記の土地保有について、国王裁判所におい
て私と彼との間でカイログラフが作成された日より以降、何人かがいかに妥当な額を提示するにしても、
修道院以外の誰に対しても、売却したり、抵当に入れたりしてはならない。また、何人に対しても前記の
保有地から譲与してはならないが、はからずも彼自身の親達や忠実な従僕の誰かに（譲与する場合は）、
受け取った者は、それに対して誠実宣誓を行い、上記のように、ラムジ教会に対する場合を除いて譲与や
売却や質入れを行わない、という保証を与えなければならない。以上のことに関する証拠として、本文書
をカイログラフと同様に作成し、私の印章を添付して真正性を保証し、前記マイケルに与えた。そして文
書の残余部分は、私の手元に保管することとし、そこには前記マイケルが印章を付した。
証人は、リン（Lynn）の聖堂参事会長のジェフリ師他である33。
この証書は前記最終和解を受けて作成されたと思われるが、軍役奉仕に関する、より詳細な説明を含ん
でいる。「全修道院領が共同で果たす軍事奉仕」という文言がそれに当たるが、これは、ラムジのカルタ
およびガルバ文書に記述されていた同修道院による国王軍役奉仕の負担方法と符合するもののように思わ
れる34。
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末尾をみると、本証書は、先に作られた最終和解譲渡証書にならって、同一の文章を記した文書を二部
に切り離して、両当事者が保管するように計らわれたようだ。
さらにこれらの和解譲渡証書と修道院長証書に先立って、修道院長とマイケル＝ド＝ウォルトンの間で
協約文書が取り交わされたらしい。
［3‐3］ヒュー院長とマイケル＝ド＝ウォルトンの協約［1216‐19年？］
以下は、原告ラムジ修道院長の主君ヒューおよび同院の修道士団と、被告マイケル＝ド＝ウォルトンの
子息マイケルの間で、ウォルトン所在の付随物件付きの2カルキットの土地に関して結ばれた協約であ
る。すなわち、同マイケルは、前記ウォルトン所在の付随物件付きの2カルキットの土地が、ラムジ教会
の権利であり、直領地であることを認定し、それらを前記教会に対し、権利および直領地として、彼およ
び相続人が権利放棄することを認めた。そしてこの認定と権利放棄に対し、前記修道院長と修道士達は、
前記マイケルに、20マルク銀と15クォータの小麦、1頭の小型馬を与えた。さらに前記マイケルとその相
続人が、前記2カルキットの土地と付随物件を、前記ラムジ教会から、他の騎士達が修道院から保有して
いるのと同様に、軍事奉仕によって、臣従と奉仕を行う代わりに保有することを承認した。前記教会の有
するヒグニィの島は、付随物件とともに、牧草地と放牧地であれ、養魚池と沼沢地であれ、同教会が直領
地として保有している他のすべてとともに、例外とする。またウォルトンの森の半分と、水辺際に居住す
る四人の農民、すなわちロジャ＝ザ＝タナーと世帯全員と保有地、リチャード＝ル＝パルール、ウィリア
ム＝ブランチャード、サイモン＝ザ＝クックも、同様に世帯全員と保有地とともに例外とする。これらす
べてを、前記教会は直領地として保有する。同村にあるベレンガー＝ル＝モインの封地とともに。彼は、
同地を、マイケルの祖先から保有してきたが、今後、前記マイケルは、前記の保有地に関して、彼にいか
なる保証も与えることはない。そして以下のことを知られたい。他に、ラムジ教会から保有する前記の土
地のうち、今後、いかなる土地も森も、同マイケルは、ラムジ修道院以外の第三者に売却したり、質入れ
することはない。たとえラムジの修道士達が、これらの前記の保有地のかなりの部分を他の何人かに譲与
することを欲したとしても、他の修道院や州長官や森林官、リーヴに譲与したり、売却したり、質入れし
たりすることはない。またはからずも、両親のいずれか、または彼に忠実に奉仕する自由人の誰かに前記
保有地の一部を与えるのであれば、与えられた者は、ラムジ教会に対し誠実宣誓をなすものとし、同様に、
前記の保有地の一部を何人かに与えたり、売却したり、質入れしたりしないという保証を与える。本協約
を忠実に履行するために、同マイケルは、ラムジにある主君たる修道院長の礼拝堂内の聖アンドレの祭壇
で保証を与え、宣誓を行った。
そしてこれらの事柄の保証のために、同院長と同マイケルは、自身の印章を本文書に添付した。
本件の証人となるのは、リンの聖堂参事会長ジェフリ師、セネシャルのウィリアム＝ド＝ウィストン
（William de Whiston）、トマス＝ド＝ターンビィ（Thomas de Turneby）その他である35。
この協約によると、ウォルトンの2カルキットの土地は修道院の直領地であるが、ヒグニィの島とウォ
ルトンの森の半分、4人の農民の保有地を除いた部分については、マイケル＝ド＝ウォルトンが軍役奉仕
によって保有することが認められた、という。この協約に基づいて、国王裁判所において、国王裁判官の
認可を受けた最終和解譲渡証書が作成されたのだろう。後者が先に転写されているのは、それが国王裁判
所の文書であり、より高い証拠能力を持つと判断されたためと考えられる。
三点の文書は、それぞれ力点が異なっているのが特徴である。最初の文書と思われる協約では、2カル
キットの土地の権利が修道院にあることがまず明記され、マイケル＝ド＝ウォルトンによる権利放棄の代
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わりに、騎士役による修道院からの保有が認められたことが強調される。ヒグニィと農民保有地およびウォ
ルトンの森は例外として言及される。
最終和解譲渡証書では、最初にヒグニィと農民保有地とウォルトンの森（および沼沢地）について述べ
られ、権利放棄の対象物が明確にされている。とりわけ森については、その境界が具体的に指定されてい
る。軍役奉仕による保有の対象となるのは、これらを除く土地であると説明され、さらにその規模が五分
の一騎士封であることが明示される。
最後の文書と思われる修道院長証書では、2カルキットの土地の一部の譲渡の確認が冒頭でなされ、軍
事奉仕の性格に関する説明が見られる。ここではむしろ、譲与された土地の再譲渡や売却の禁止規定のほ
うに重きが置かれている。ヒグニィ等の修道院領については、もはや言及されない。
このようにしてみると、協約により権利放棄を約束させ、最終和解で公的に修道院の権利を確定し、証
書で譲渡部分に関する諸条件を確認する、という修道院側がお膳立てしたらしい一連の交渉のシナリオが
理解できる。
以上の文書から、この交渉で対象となった土地が2カルキットであることはわかるが、五分の一騎士役
の軍事奉仕の対象となる土地が、具体的にどれだけの広さをもつのかは不明である。かりに半分の1カル
キットであるとすれば、1騎士封が5ハイドに換算されることから36、ラムジ修道院の標準的な騎士役負
担量となる。
しかしこのマイケル＝ド＝ウォルトンとは何者だろうか。J. H．ラウンドによれば、1182年に死亡した
ウィリアム＝ド＝シェリィの二人の娘エイミィとサラがオジャ＝フィッツ＝オジャおよびマイケル＝
フィッツ＝オジャの兄弟と結婚し、オジャがウォルトンを獲得した。オジャの死去の後、1198年に、ウォ
ルトンとヒグニィはサラとマイケルの手に移転した、という。一方『ヴィクトリア州史』では、マイケル
の同名の父マイケル＝ド＝ウォルトンが、ウィリアム院長の兄弟であったろう、ともいい、オーブリの亡
夫ユースタス＝ド＝シェリィの孫が上記のウィリアム＝ド＝シェリィで、彼の父が亡くなった後、その寡
婦エマと結婚したサイモンが院長の兄弟だったのではないか、とも言っている37。推論が錯綜し、整理が
難しいが、ウィリアム院長の兄弟の氏名が不明であることが状況を複雑にしているといえる。
いずれにせよ、シェリィ家とマイケル＝ド＝ウォルトンが姻戚関係により結びつくとすれば、ユースタ
ス＝ド＝シェリィに由来するウォルトンは13世紀以降も騎士役による保有が継続していたことになるが、
同マナは、ガルバ文書では、ラムジの国王への軍役奉仕を負担する騎士封のなかには含まれていなかった。
それは、本来修道院がウォルタ＝ド＝ボウルベックの国王への軍役奉仕のうちの2騎士役を負担すること
によって、すなわち陪臣として保有するはずのものであった。それが、修道院への寄進とシェリィ家の相
続人による占拠を経て、修道院の国王への直接奉仕を果たす騎士封のなかに組み込まれたようにもみえ
る。
しかしマイケル＝ド＝ウォルトンの騎士封が五分の一となっているのはどういうわけだろうか。当初の
2騎士封の残りの部分はどうなったのであろうか。これらに関しても、諸証書は説明してくれないし、修
道院にも、このことを説明する記録は残されていないようである。
関連文書のなかには、マイケル＝ド＝ウォルトンとの証書類のほかに、前記最終和解譲渡証書で、ウォ
ルトンの森に隣接する土地を有するロバート＝ド＝ベヴィルとの証書類も保存されている。
［3‐4］ウォルトン教会の司祭推挙権に関するロバート＝ド＝ベヴィルとの最終和解譲渡証書［1224年］
以下は、ジョン王の子息ヘンリ王の治世9年の聖カタリナの祝日（11月25日）の翌日に、ウェストミン
スタの国王裁判所において、当日臨席したマーティン＝ド＝パティシル、トマス＝ド＝マルトン（Thomas
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de Multon）および他の王の忠実な裁判官達の面前で、原告ラムジ修道院長ヒューの代理ジョン＝ド＝ハ
ンティンドン（John de Huntingdon）と、被告ロバート＝ド＝ベヴィルの間で、ウォルトンに所在する付
随物件を含めた3ヴァーギットの土地をめぐって結ばれた最終和解である。以上の件について、同国王裁
判所において、彼らの間で訴訟が行われた。前記院長は、前記の3ヴァーギットの付随物件を含む土地の
権利をロバートが有することを認定した。同ロバートおよびその相続人によって、同院長およびその後継
者とラムジ教会から、永久に保有されるべきものである。
上記について、年二度の期間内に1マルク銀が支払われること。すなわち聖ミクルマスに半分、復活祭
に半分を、上級君主に対する奉仕（forinsecum servitium）を除く、すべての奉仕に対して。そしてこの
認定と支払いと和解に対し、同ロバートは、自身と相続人から、同院長と後継者達へ、彼が有していた同
村の教会の司祭推挙権を永久に権利放棄することを認めた38。
この最終和解は1224年であり、マイケル＝ド＝ウォルトンと修道院との最終和解とほぼ同時期、そして
同一の修道院長との間のものである。『カーチュラリ』では、［3‐2］と［3‐3］の間に筆記されている
が、その理由は不明である。後でみるように、マイケル＝ド＝ウォルトン関連の文書との混同が原因であ
るかもしれない。［3‐3］を挟んで、同じロバートへの証書が収録されているが、やはり修道院長はヒュー
であり、ヘンリ3世治世9年の記載があること、またウォルトン教会の司祭推挙権および修道院長への1
マルク銀の支払いなどが規定されていることから、上記の最終和解譲渡証書に対応するもののようにみえ
るが、対象となる土地は3ヴァーギットと明示されていない。
［3‐5］ヒュー院長のロバート＝ベヴィルへの証書［1224年？］
本文書を眼にし、耳にするすべての者達へ、主の恩寵によりラムジ修道院長たるヒューならびに同院の
修道士団より、主の御名において挨拶を送る。
我々は、ロバート＝ベヴィルの臣従と奉仕に対し、ウォルトンの二分の一ヴァーギットの土地を譲与し、
確認する。すなわち、その土地は、ロバート＝フィンズ（Robert Finth）が保有していたものだが、同ロ
バートとその動産および世帯もともに。またオジャ（Oger）が La Leye に有していた牧草地と、オジャ
がウォルトンの村落内に有していた自由人の奉仕を。すなわち、Blakehege の土地を付随物件とともに私
達から一時保有していた彼からは、復活祭時に6ペンスを、サムソン＝ド＝ボーウッド（Sampson de Bor-
wode）と相続人からは胡椒1ポンドを、オリヴァ＝ル＝モイン（Oliver le Moigne）と相続人からは1ペ
ンスを、ウォルタ＝ベヴィル（Walter Beville）と相続人からは2ペンスを、ウィリアム＝ベヴィル（Wil-
liam Beville）と相続人からは1ペンスを、ウォルタ＝ベヴィルの娘アリシアからは6ペンスを、ロバー
ト＝ザ＝チャプレン（Robert the Chaplain）と相続人からは2シリングを、オリヴァ＝フィッツ＝ウォル
タ（Oliver fitz Walter）と相続人からはクミン1ポンドを、オリヴァの兄弟レオンと相続人からは1ペン
スを、ラルフ＝フィッツ＝ジャイルズ（Ralph fitz Giles）と相続人からは2シリングを、リチャード＝フィッ
ツ＝ハーバート（Richard fitz Herbert）と相続人からは2シリングを、マイケル＝フィッツ＝ベレンガー
（Michael fitz Berenger）と相続人からは胡椒1ポンドを、オジャの姉妹ミラブル（Mirable）と相続人
からは12ペンスを。そしてすべての森を。すなわち、前記アリシアの森からソウトリの修道士の森までの
広さを、それから大溝からウォルトンの草地までの長さを、le Rodeweye とウィリアム＝ド＝ウォルトン
（William de Walton）（の土地）の間の平地とともに。私は同ロバートに、リチャード＝フィッツ＝ロジャ
（Richard fitz Roger）が保有していた当該ヴァーギットの土地を、同リチャードとその世帯および動産
とともに譲与した。またウィリアム＝フィッツ＝フレバー（William fitz Freber）が保有していた二分の
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一ヴァーギットの土地を。それからシブロンド（Sibrond）が保有していた家宅地を、同シブロンドとそ
の動産および世帯とともに。またウィバーン（Wybern）が保有していた三分の一の土地と奉仕を。それ
からバロウと呼ばれる森の丁度半分を、Rodeweye と呼ばれる道から沼沢地へと入り込むまでを、森と沼
沢地の間に広がる平地を含めて。すなわち、東に向き合うあたりと Thorcotesholm と呼ばれる島、そし
てウィリアム＝ザ＝スミス（William the Smith）が保有していたウォルトンの当該ヴァーギット（の土地）
と付随物件を。それから南側の部分からアンドリュー＝ル＝ボンド（Andrew le Bonde）の土地までの
Blakehege の牧草地を。それからエリス（Ellis）保有の開墾地、すなわちアーネスト（Ernest）の家屋か
ら Heycroft まで、Heycroft から Stanweye と呼ばれる道まで、そして Stanweye から西に向かって Wem-
tone にいたる道までを。明記され、名前を挙げられているこれらすべてを、私は、同ロバート＝ド＝ベ
ヴィルに譲与する。それにより、彼およびその相続人は、私および後継者から、ジョン王の子息ヘンリ王
の治世9年の聖エドマンドの日（11月20日）に保持していたように、よく、平和裡に、自由に、平穏に、
名誉をもって、十分に同地を保有し、保持すべし。私と後継者に対しては、毎年二度の期日、すなわち聖
ミクルマスの祝日に二分の一マルク、復活祭に二分の一マルク、計1マルク銀を支払うものとする。ただ
し上記のすべての土地に付随する上級君主への奉仕や私および後継者に属するウォルトン教会の司祭推挙
権、森、土地、保有地、牧草地、放牧地、沼沢地、ウォルトンのマナへの立ち入り権（ingressus）およ
び立ち退き権（egressus）を除いて。以上のことは、私とマイケル＝ド＝ウォルトンの間で国王裁判所で
作成されたカイログラフに書かれている。
私とその後継者とは、上記のこれらすべてについて、書かれている通りに、上記の奉仕により同ロバー
トおよびその相続人に対し、ベレンガー＝ル＝モインがウォルトン所在の付随物件を含む1ハイドの土地
について同ロバート＝ド＝ベヴィルに行った贈与（に対する権利）を立証しようとする者が現れたとして
も、保証を与えるものである。
これらの事柄の証拠として、私達は本文書に印章を添付した。
証人となるのは、（以下、略）39。
本証書は、［3‐4］の最終和解譲渡証書に規定されている3ヴァーギットの土地の内訳を詳述したもの
のようである。ロバート＝フィンズ、リチャード＝フィッツ＝ロジャ、ウィリアム＝フィッツ＝フレバー
らの土地の集計が、［3‐4］に記された3ヴァーギットの土地と査定されたのだろう。また後段に記載さ
れているヒュー院長とマイケル＝ド＝ウォルトンとの間で交わされたカイログラフとは、「書かれている」
「以上のこと」が本証書全体を指すとすれば、［3‐4］のロバート＝ド＝ベヴィルとの最終和解譲渡証書
のことを、筆記者が誤ってマイケル＝ド＝ウォルトンと記載してしまったものと推測される。
以上の5点の文書が13世紀のウォルトン＝マナ関連文書として『カーチュラリ』にまとめて転写されて
いるものである40。『ヴィクトリア州史』では、ロバート＝ド＝ベヴィルのウォルトンのマナ（Walton
Bevilles）を、オーブリ＝ド＝シェリィが保有していた2騎士封のうちのひとつではないか、と推測して
いる41。しかし3ヴァーギットは恐らく1騎士封を構成するには小規模すぎるし、また［3‐4］、［3‐5］
の両文書では、騎士役について何も触れられていない。マイケル＝ド＝ウォルトンのマナ同様、これら文
書とガルバ文書の記述との関連は、依然曖昧なままである。マイケル＝ド＝ウォルトンの2カルキットの
土地とロバート＝ド＝ベヴィルの3ヴァーギットの土地が、ウォルタ＝ド＝ボウルベックが授与した2騎
士封の約一世紀後の姿であるとの推測は可能だが、直接の繋がりはこれらの修道院文書からだけでは明白
とは言い難い。しかし、限られた材料ではあるが、次節で、一応の推論結果をまとめることにしたい。
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4 12世紀と13世紀のウォルトン関係諸文書の関連について
ウォルトンのマナとラムジ修道院が強く結びつくのは、12世紀の30年代のことである。最初、同マナは、
ウォルタ＝ド＝ボウルベックが2騎士封としてラムジ修道院長に占有させたものであったが42、恐らく修
道院の画策により、実際の保有者であったオーブリ＝ド＝シェリィが修道院に贈与したため、自由寄進保
有地となり、国王によってそれが認証された。ラムジはハンティンドンシャほか周辺諸州に所領を有して
おり、修道院に近接するウォルトンの封建保有契約の申し出を受け入れたのであろうが、さらに有利な条
件でマナを確保するために策を弄したのだろう。
しかしスティーヴン治世の内戦を境に、ウォルトンの保有をめぐる状況は錯綜を極めるようになる。1130
年代末以降、シェリィ家の者達が同マナを占有し、騎士封による保有を主張するに至ったらしい。ガルバ
文書が語る、この間の経緯は、カルタでも示唆されているが、注目すべきことに、カルタでは、ガルバ文
書に見られるような、「武力によって（per violentiam）」あるいは「不法に（injuste）」などといった、批
判的な言辞は用いられず、単に「保有している（tenent）」と述べられているだけである。強い非難の調
子が見られないのは、カルタの調査時点では、占有に至った状況が明らかになっていなかったためだろう
か。国王に提出したカルタの記述がはなはだ曖昧であるのは、問題の解決を国王に訴えるほどの強い意志
が、修道院側には、まだ熟していなかったことを意味するのかもしれない。
一方、ガルバ文書では、「彼らの言うところでは（ut dicunt）」という、同文書の他の箇所でも用いられ
ている文言が出てきて、証言の聞き取りがなされたことを示唆する。このことからも、ウォルトン＝マナ
に関する記述部分は、他の部分と同時期の調査結果を記したものであることが推測できる。ガルバ文書で
は、保有者と他の証人の証言が食い違う場合は、両方を併記しているが43、「彼らの主張によれば、同地に
ついて2騎士封を負担するという」、と保有者側の証言しか記録されていないのは、修道院内部から有効
な証言が得られなかったことを暗示する。その前段で、ウォルトンが自由寄進保有地であることを、ヘン
リ1世の証書（［1‐6］）を引いて明言していることからも、既にオーブリ＝ド＝シェリィを始めとする
一連の証書を参照したうえでのことと思われるのだが、保有者側の言い分を記すにとどまっているのは、
ウォルタ＝ド＝ボウルベックの第一の証書（［1‐1］）も同時に発見されており、ウォルトンが騎士封で
あることを否定しえなかったせいであろうか。ウォルタ＝ド＝ボウルベックの第一の証書と後続の諸証書
との関連を十分解釈できていない困惑を、そこにみてとることができるかもしれない。
ガルバ文書でウォルトンの記述が殊更詳しく残されているのは、同マナが騎士封なのか、自由寄進保有
地なのか、後者であるとすれば、騎士封保有を主張する現保有者にどのように対処すればよいのか、決定
することのできない状況を反映しているのだろう。ガルバ文書に、ウォルトンに関する記述が加えられた、
そもそもの理由も、修道院の騎士役負担者の調査の過程で、ウォルトンが騎士封であるという保有者の証
言が明らかになり、それが新情報だったため、あのように詳細な記述になったのだと思われる。他の騎士
封保有者と分けて記載されているのは、騎士封であるとしても、修道院の国王への騎士役負担保有者に加
えうるものなのか、疑問が抱かれていたためであろう44。
13世紀初頭のマイケル＝ド＝ウォルトンと修道院長との一連の文書は、マイケルの所領がオーブリ＝ド
＝シェリィの譲渡したマナと同一のものとの前提にたてば、修道院側が、同マナを改めて文書によって騎
士封と認定したことを示している。ロバート＝ド＝ベヴィルのマナがやはりオーブリの土地の一部をなし
ていたかどうかは、マイケル＝ド＝ウォルトンの場合以上に曖昧であるが、1219年と1224年の近接するこ
れらの時期に、現状に即した新たな契約が両者と修道院との間で結ばれたのだろう。一連の修道院との交
渉で、マイケル＝ド＝ウォルトンの保有地は2カルキットと査定され、さらにその一部を修道院から騎士
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封として保有することを認められた。前述のように、それがおおよそ半分に当たる1カルキット(＝1ハ
イド）だとすれば、ガルバ文書の他の騎士達の場合同様、五分の一騎士封に相当する。かつては2騎士封
と主張されていたにしても、現に保有する土地の再査定がなされ、改めて騎士封の規模を設定したのが1219
年前後の協約、証書、最終和解譲渡証書であったのだろう。12世紀段階における2騎士封と、13世紀以後
のマイケル＝ド＝ウォルトンの2カルキットの土地とロバート＝ド＝ベヴィルの3ヴァーギットの土地と
の間の情報の齟齬とみえるものは、再査定による新契約の締結と推定することによって理解することがで
きるように思われる45。
しかし一方で、『カーチュラリ』や『年代記』には、ウォルトンが自由寄進保有地であることを確認す
る国王証書を含む12世紀前半の一連の文書も保存されている。とくに『カーチュラリ』では、ウォルトン
譲渡の経緯が首尾一貫した形で再構成されている。また『カーチュラリ』よりも、マイケル＝ド＝ウォル
トンとロバート＝ド＝ベヴィルとの交渉と文書作成の時期に近い13世紀半ばに作成されたと推定される
カーチュラリにも、マイケル＝ド＝ウォルトンらとの最終和解譲渡証書等のほかに、ウォルトンの自由寄
進保有を認証したヘンリ1世およびヘンリ2世の証書が収録されている46。それはあたかも、ラムジ修道
院にとって、ウォルトンを騎士封として承認した13世紀の交渉は現実的な妥協であり47、本来それは自由
寄進保有地であるということが、記憶すべき真実と認識されていたかのようである。
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hoc pactum predictum concessit dominus Walterus de Bolebech, et Heylenius uxor sua, et Hugo filius suus, abbati Waltero
et subsequentibus abbatibus. Et ad hoc pactum interfuit Albrea, que fuit heres ejusdem terre, et concessit eam sicut suam
hereditatem abbati Waltero et sequacibus abbatibus cum donatione domini. De ista concessione predicta, quam istud breve
dicit, sunt hi testes, videlicet, Robertus de Humfrancville, et Eustachius filius Johannis, et Walterus Espec, et Simundus de
Belecamp, et Wancelinus Mamot. Isti sunt testes ex parte Walteri de Bolebech, et ex parte Walteri abbatis, Radulphus filius
Willelmi, et Robertus filius suus, et Robertus de Gray, et multi alii tam de hominibus alterius humagii quam de tenura abba-
tie.”
13 ウォルタ＝ド＝ボウルベックは、バッキンガムシャでカルタを提出している。注21参照。
14 『旧約聖書』（新共同訳）「民数記」16：1‐35。
15 NA, 164/28, fo.35v; Cartularium, i, 155-56, “Carta Albrede de Waltone.
In nomine Sancte et Individue Trinitatis, Patris et Filii et Spiritus Sancti.
Ego Albreda filia Remelini, que fui uxor Eustachii de Sellea, omnibus presentibus et futuris notum facio, quod, paucis an-
nis post obitum viri mei evolutis, divina miseratione respecta et inspiratione conpuncta, pro salute anime mee, et viri mei, et
antecessorum meorum, dedi et concessi, et hac presenti carta mea confirmavi, Deo, et ecclesie Sancti Benedicti de Ramesia,
et abbati, et monachis ibidem Deo servientibus, in puram et perpetuam elemosinam, manerium de Waltona, quod jure here-
ditario meum fuit, tenendum ipsi ecclesie inperpetuum, cum omnibus appendiciis et pertinentiis suis, infra villam et extra,
scilicet in terris, in pratis, in pascuis, in bosco, et in plano, in aquis et mariscis, cum insula que Anglice Higkeneia appellatur,
et cum omnibus aliis rebus, cum libertatibus quoque et consuetudinibus eidem terre pertinentibus sicut ego vel aliquis pre-
decessorum meorum umquam liberius et quietius tenuimus. Volo itaque et firmiter concedo, quod predicti ecclesia et
monachi habeant et teneant predictum manerium inperpetuum, cum omnibus pertinentiis suis, et quietum et absolutum a
me et ab omnibus heredibus meis, et ab omni humana servitute et exactione, quantum ad me et heredes meos pertinet.
Hanc autem donationem meam feci predictis ecclesie et monachis, presentibus, et assentiente domino Waltero de Bolebech,
de cujus feudo fuit ipsum manerium, et Hugone filio et herede ipsius Walteri, et Eustachio filio et herede meo, in presentia
Christianissimi regis Henrici, anno ab Incarnatione Domini nostri Jhesu Christi millesimo centesimo tricesimo quarto, regni
vero ipsius Henrici regis tricesimo quinto.
Et ut hec mea donatio firma sit et stabilis, eam sigilli mei inpressione curavi roborare. Sub his testibus, domino meo Wal-
tero de Bolebech domino feuodi illius, et Hugone filio et herede ipsius; domino Henrico, Archidyacono Huntedonie; Eusta-
chio filio et herede meo, Brien filio Galfridi de Scalariis, Berengario Monacho, Henrico de Wichentone, Widone Juvene,
Rogero Mowyn, Godrich de Ailingtona, Alin de Gillinges, Roberto de Cuningtone, Willelmo de Lindeseya, Johanne filio
Widonis de Burwelle; Willelmo Britone, cum hominibus suis, Roberto et Alemmo; Rogero et Osketel Clericis; Willelmo Coco,
Godman de Laushille, et aliis multis.
Quisquis igitur hanc meam donationem infringere vel delere presumpserit, deleat eum Deus de libro vite, et cum Dathan
et Abyron in profundum gehenne ignium demergetur, Amen. Qui vero eam firmare, solidare, et ampliare studuerint, vitam
et requiem sempiternam cum Sanctis omnibus obtineant inperpetuum; Amen, Amen, Amen.”
16 NA, 164/28, fos.35v-36r; Cartularium, i, 156, “Carta Walteri de Bolebech de Waltone.
Notum sit universis Sancte Ecclesie filiis, tam posteris quam modo viventibus, quod ego Walterus de Bolebech do et con-
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cedo Deo, et ecclesie Sancti Benedicti de Rameseya, et abbati Waltero, et monachis ejusdem ecclesie, manerium de Wal-
tone, solum et quietum de me et de omnibus heredibus meis, ita ut teneant predictum manerium in capite de rege, sicut
tenent alias tenuras ecclesie sue. Hanc autem donationem et concessionem facio pro animabus patris mei et avi mei, et pro
meipso, et pro uxore mea, et pro infantibus meis. Et hanc donationem concesserunt uxor mea, et filii mei.
Hujus donationis testes sunt Willelmus de Autenchis, Hugo Meilleme, Robertus de Claro, et Radulphus filius Willelmi,
Henricus de Wichentone, Berengarius Monachus, Robertus de Commingtone, Ricardus le Ginz, Robertus de Lausella, Ricar-
dus filius Euromi, Wido filius Gilberti, Brienus filius Galfridi de Scalariis, Hugo de Cenebelle, et multi alii.”
17 NA, 164/28, fo.36r; Cartularium, i, 156-57, British Library Cotton MS Vespasian E.［以下 Vespasian E.と略記］，fo. 37
v, “Carta Helewise uxoris Walteri de Bolebech.
Notum sit omnibus Sancte Ecclesie filiis, tam posteris et futuris quam presentibus et modo viventibus, quod ego Hele-
wisa, uxor Walteri de Bolebech, concedo donationem de Waltona, quam dominus meus et heredes sui et mei fecerunt Deo
et ecclesie Sancti Benedicti de Rameseia, et Waltero abbati et monachis ejusdem ecclesie, ut teneant manerium de Waltona
perpetualiter, absque omni calumnia mei et omnium meorum.
Illi autem sunt testes mee concessionis ex parte mea, qui sunt testes donationis domini mei Walteri de Bolebech.”
18 NA, 164/28, fo.36r; Cartularium, i, 157, “Carta Hugonis filii Walteri de Bolebech.
Notum sit omnibus Sancte Ecclesie filiis, tam posteris quam modo viventibus, quod ego Hugo de Bolebech filius Walteri
do et concedo manerium de Waltona, sicut pater meus, Deo et Sancto Benedicto de Ramesia, et abbati Waltero, et mona-
chis ecclesie Sancti Benedicti, ut teneant predictum manerium solum et quietum perpetualiter, nullum mihi vel meis faci-
endo servitium, sed recognoscant idem manerium principaliter et in capite de rege sicut alias tenuras ecclesie sue.
Eisdem testibus qui sunt testes donationis patris mei, scilicet, Willelmus de Arvenchis, Hugo Meilleme, et ceteri.”
19 NA, 164/28, fo.36r; Cartularium, i, 157-58, Vespasian E., fos.11v-12r, “Carta Regis Henrici primi de Waltona.
Henricus, rex Anglorum, episcopo Lincolnie et justiciariis et vicecomitibus et baronibus et omnibus fidelibus suis, Francis
et Anglis, de Huntedoneschira, salutem.
Sciatis me concessisse Deo, et ecclesie Sancti Benedicti de Rameseia, et abbati et monachis suis, in perpetuam elemosi-
nam, manerium de Waltone, cum omnibus ejus appendiciis, in terris, et bosco, et mariscis, et omnibus aliis rebus, sicut Al-
breda, que fuit uxor Eustachii de Scellea, cujus hoc manerium hereditas fuit, eis illud dedit et concessit; et sicut Walterus de
Bolebech, dominus feoudi illius, cum ipsa Albreda, hoc coram me concessit. Quare volo et firmiter precipio, quod ecclesia
predicta, et abbas, et monachi teneant, nunc et usque in sempiternum, predictum manerium cum omnibus, que illi perti-
nent, in bosco, in plano, in pratis et pasturis, in aqua et extra, in mariscis, in via, in semitis, in omnibus rebus, cum soca et
saca, et thol et theam, et infangenetheof, cum omnibus libertatibus, et consuetudinibus terre illi pertinentibus, cum quibus
aliquis illud melius et quietius tenuit. Et amodo sit in protectione mea, sicut alie terre ipsius abbatie, que est elemosina mea.
Testibus, [Brienno] filio comitis, et Milone Gloecestrie, et R[icardo] de Curci, et A[lberico] de Ver, et Eustachio filio Johan-
nis, apud Wyntoniam.”
20 NA, 164/28, fo.36r-v; Cartularium, i, 158-59, Vespasian E., fos. 15v-16r, “Confirmatio Regis Henrici secundi de Waltona.
Henricus Rex Anglie, et Dux Normannie et Aquitanie, et Comes Andegavie, Episcopo Lincolnie, et Justiciariis, vicecomi-
tibus, baronibus et omnibus fidelibus suis, Francis et Anglis, de Huntedoneschira, salutem.
Sciatis me concessisse et confirmasse Deo, et ecclesie Sancti Benedicti de Rameseia, et abbati, et monachis suis, in per-
petuam elemosinam, manerium de Waltona, cum omnibus appendiciis suis, sicut Albreda, que fuit uxor Eustachii de
Scellea, cujus hoc manerium hereditas fuit, eis illud dedit et concessit; et sicut Walterus de Bolebech, dominus feoudi illius,
cum ipsa Albreda, hoc coram rege Henrico avo meo concessit. Quare volo et firmiter precipio, quod predicta ecclesia, et ab-
bas, et monachi, illud manerium bene et in pace, libere et quiete et honorifice teneant, cum omnibus pertinentiis suis, in bo-
sco, in plano, in pratis et pascuis, in aqua et extra, in mariscis, in via, in semitis, in omnibus rebus, cum soca et saca, et thol et
theam, et infangenetheof, et cum omnibus libertatibus et consuetudinibus terre illi pertinentibus, cum quibus aliquis illud
melius et quietius tenuit. Et sit in protectione mea, sicut fuit in protectione regis Henrici avi mei, sicut carta ipsius testatur.
Testibus, Thoma cancellario, Roberto comite Leicestrie, Roberto de Novo Burgo, apud Clivam.”
21 NA, E164/2, fo. 102v; RBE, i, 316-317, “Carta Walteri de Bolebech.
Hec est agnitio de tenemento Walteri de Bolebec quod Rex ei reddidit post mortem Hugonis de Bolebec fratris sui, scili-
cet, vj milites feodatos ex tempore Regis Henrici, et ante mortem ejus, et ij milites quos Abbas de Rameseia tenet vi et war-
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antisia Regis et ejus presidio sicut propriam ejus elemosinam; .... ”
22 NA, E40/1293, E40/14413, E40/14455.
23 ボウルベック家の三点の証書が偽書である可能性を示唆されたのは、ウェストミンスタ修道院図書室長をされているリ
チャード＝モーティマ博士である。2001‐2002年に、筆者がロンドンで在外研究を行っているとき、モーティマ博士の指
導を受けたが、そのとき筆者が示したこれらの証書の複写を見た博士は、ウォルタ＝ド＝ボウルベックとヒュー＝ド＝ボ
ウルベックの証書に「国王から直接保有して（in capite de rege）」という文言があるのに注目され、12世紀前半にこの文
言が使われることは、まずないので、これらは偽書ではないか、という旨を指摘された。筆者の推定も、モーティマ博士
の指摘を受けてのものであることを明らかにしておく。但し、上記の議論に問題があるとしても、それは筆者の誤解によ
るもので、一切の責任が筆者にあることは言うまでもない。
24 Chronicon, 274-322. 但し、［1‐6］と［1‐7］の間には、次節で取り上げるスティーヴン王の令状が筆写されている。
注26参照。［1‐1］の証書は、刊本の史料番号でいうと310であり、312が［1‐6］のヘンリ1世証書、339が［1‐7］
のヘンリ2世証書、396が［1‐4］のヘレウィザの証書となり、前記の一連の証書は398から始まる。従って、［1‐4］、
［1‐6］、［1‐7］の証書は重複して記載されている。ウォルトン関連の一連の証書は、『年代記』の証書集の事実上最
後に記されているので、この記載の仕方を見ると、筆記者は、転写作業の最後になって、ウォルトン関連の諸証書をまと
めて記載する重要性に思い至って、重複を恐れずに一括して筆写したように思われる。
25 VHCH, (1932), 194.
26 Chronicon, 321, “Præceptum Regis Stephani de resei[si]na.
Stephanus Rex Angliæ comiti Simoni, salutem. Mando tibi et præcipio quod resaisias abbatem Rames[ensem] de manerio
suo de Waltone, et facias eum illud ita bene et in pace et honorifice tenere sicut tenuit die qua Rex Henricus fuit vivus et
mortuus; nec patiaris quod Radulfus de Normanville vel alius aliquis illud ei deforciet, neque ei injuriam vel contumeliam fa-
ciat, ne super hoc inde clamorem audiam, quia nolo quod aliquis se intromittat inde nisi per eundem abbatem et per conven-
tum suum. Teste, Nigello episcopo de Ely. Apud Norhampt[onam].”『年代記』編纂者マクレイによると、本令状の作成時期
は1153‐54年であるが、名宛人のサイモン＝オヴ＝セント＝リズ（Simon of St Liz）は、1141年から1153年にかけてハン
ティンドンおよびノーサンプトン伯であるので、1153年以前であろう。
27 Cotton Galba E.x, fo. 18r; Cartularium,, 223-24.
28 Cotton Galba E.x, fos. 16v-17v; Cartularium,, 223.
29 Cotton Galba E.x, fo. 18r; Cartularium, , 224, “Item ad villam de Waltone quam debuit in jus ecclesie antiquum, de-
functo milite, qui eam injuste tenuerat, revocare, fecit fratrem suum predicti Militis uxorem conjugem simul accipere cum
villa.”同一の文書は『カーチュラリ』にも収録されている。Cartularium,, 274-75.
30 前掲の文書によれば、Cranfield の1カルキットの土地をセネシャルである兄弟に、Ripton Regis の土地をその息子に
与え、また、Ralph de Therfield という騎士に自身の姪を嫁がせた、という。Cartularium,, 223-24.
31 NA, 164/28, fo.39r-v; Cartularium,, 167-69, Vespasian E., fos. 53v-54r, “Cyrographum inter Michaelem de Waltone, et
Hugonem Abbatem Rameseie.
Hec est finalis concordia facta in curia domini Regis apud Westmonasterium, a die Sancti Johannis Baptiste in quindecim
dies, anno regni regis Henrici filii regis Johannis tertio, coram Eustachio de Faucunberge, domini regis Thesaurario, Mar-
tino de Pateshille, et aliis justiciariis et fidelibus domini regis tunc ibi presentibus, inter Hugonem abbatem de Rameseia pe-
tentem, per Radulphum de Norhamptone monachum suum, positum loco suo ad lucrandum vel perdendum, et Michaelem
filium Michaelis de Waltone tenentem, de duabus carucatis terre cum pertinentiis in Waltone. Unde recognitio magne as-
sise summonita fuit inter eos in prefata curia, scilicet, quod predictus Michael remisit, et quietum clamavit, de se et heredi-
bus suis, ipsi abbati, et successoribus suis, et ecclesie Sancti Benedicti de Rameseia, in perpetuum, Cirdemannesmere, et in-
sulam de Hygeneye, cum omnibus rebus ad illam insulam pertinentibus, et unam acram terre, quam Rogerus Tannator
tenet, et unam acram terre, quam Ricardus le Parlour tenet, et unam acram terre, quam Willelmus Blanchard tenet, et
unam acram terre, quam Simon Cocus tenet, una cum ipsis Rogero, Ricardo, Willelmo, et Simone, et cum tota sequela
eorumdem Rogeri, Ricardi, Willelmi, et Simonis, et medietatem bosci de Waltone cum pertinentiis. Que medietas jacet ver-
sus Ravele in longum et latum sicut dividitur per has metas subscriptas; scilicet a marisco per antiquas divisas bosci de
Ravele, et bosci de Waltone, et per antiquas divisas bosci de Stallinge et bosci de Waltone, et per antiquas divisas bosci de
Riptone et bosci de Waltone, usque ad Wadesbrige versus austrum per aque ductum, et ita per Portweie versus occiden-
tem per medium bosci usque ad Cuntesrodesweie, que dividit inter boscum et exitum ville de Waltone, et ita per eandem
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Cuntesrodeweye usque ad caput assarti Roberti de Beville, et juxta coriletum, que meta vocatur Brocholes, versus boream
cum illo angulo corileti, qui jacet juxta assartum predicti Roberti usque ad predictam Cuntesrodesweye, et ita descendendo
ab ipsa Cuntesrodesweye amplius versus Boream inter assartum predicti Roberti et boscum usque ad Radeweye, que
Radeweye vadit inter Barewe et boscum de Waltone, et ita usque ad Crucem Serlonis, et ita usque ad mariscum, et medie-
tatem triginta acrarum bosci in Barewe, quam predictus Michael tenuit in dominico, scilicet quindecim acras bosci versus
orientem sicut jacent in longum et latum a campo versus austrum usque in mariscum versus boream. Que omnia predictus
abbas retinet in dominio ecclesie Sancti Benedicti Rameseie, de pertinentiis, que fuerunt de predictis duabus carucatis
terre. Et preterea idem Michael remisit et quietum clamavit, de se et heredibus suis, predicto abbati et successoribus suis,
et ecclesie Sancti Benedicti, de Rameseia in perpetuum, totum jus et clameum, quod habuit in feudo Berengarii Monachi,
quod idem Berengarius tenuit de antecessoribus predicti Michaelis in predicta villa de Waltone. Et pro hac remissione, et
quieta clamantia, fine et concordia, idem abbas concessit ipsi Michaeli superplusagium predictarum duarum caruc[at]arum
terre in Waltone; habendum et tenendum eidem Michaeli et heredibus suis de predicto abbate, et successoribus suis, et de
ecclesia Sancti Benedicti de Rameseia, in perpetuum, per servitium quinte partis unius militis, pro omni servitio. Et
preterea predictus abbas dedit prefato Michaeli viginti marcas argenti, et quindecim quarteria frumenti, et unum pale-
fridum pretii quadraginta solidorum. Et sciendum quod hec concordia facta fuit presentibus predictis Rogero, Ricardo, Wil-
lelmo et Simone, et cognoscentibus se esse villanos, et predictas quatuor acras terre tenere in villenagio.”
『カーチュラリ』写本のフォリオ38表から44表までの各頁上部欄外中央には「ウォルトンについて（De Waltone）」と
いう見出しが記されており、ウォルトン関係の諸文書をまとめたという体裁になっている（但し、フォリオ38表から裏に
かけて筆写されているのは、ソウトリ修道院創設文書の後半部分で、書記が、前記文書の筆写が済まないうちに見出しを
書いてしまったような印象を与える。なお刊行本では、フォリオ38裏から、上記の見出しが付されているように注意書き
されているが、実際は表の頁からである。Cf. Cartularium, i, 163, 165n. 1.）。本最終和解譲渡証書以下の諸文書もその中に
含まれているが、12世紀の諸証書の収録箇所には、このような見出しは付されていない。
32 注15参照。
33 NA, 164/28, fo.39v; Cartularium, i, 169, Vespasian E., fo. 30r, “Carta Hugonis Abbatis et Conventus de Waltone.
Hugo, Dei gratia abbas Rameseie, et ejusdem loci conventus, omnibus,et cetera, salutem.
Noverit universitas vestra, nos dedisse et concessisse, et hac presenti carta confirmasse, Michaeli filio Michaelis de Wal-
tone, totum residuum tenementum de duabus carucatis terre cum pertinentiis in villa de Waltone; unde placitum fuit inter
nos in curia domini regis ut in dicto placito, preter illa que in dominico nostro retinuimus, sicut in cyrographo in curia do-
mini regis inter nos facto continetur; habendum et tenendum sibi et heredibus suis de nobis et successoribus nostris, per
servitium militare in communa totius abbatie. Et sciendum, quod predictus Michael de predicto tenemento a die cyrographi
inter nos et ipsum facti in curia domini regis decetero nihil alicui vendet vel invadiabit, nisi abbatie Rameseie per ration-
abile pretium, quantum aliquis alius rationabiliter obtulerit. Nec dabit alicui aliquid de predicto tenemento, nisi forte alicui
parentum suorum vel servientium fidelium suorum, et tunc ille, cui aliquid datum fuerit, exinde sacramentum prestabit, et
securitatem faciet, quod illud nec dabit, nec vendet, nec invadiabit, nisi ecclesie Rameseie, ut predictum est. Et in hujus rei
testimonium hoc scriptum, cyrographi modo confectum, sigilli nostri impressione roboratum, ipsi Michaeli dedimus, et reli-
que parti scripti, quam penes nos retinuimus, ipse Michael sigillum suum apposuit.
His testibus, magistro Gaufrido decano de Leen, et cetera.”
34 前掲拙稿、158頁参照。
35 NA, 164/28, fos.39v-40r; Cartularium, i, 170-72, Vespasian E., fo. 64r, “Conventio inter Hugonem Abbatem et Michaelem
de Waltone.
Hec est conventio, facta inter dominum H[ugonem] abbatem Rameseie, et ejusdem loci conventum, petentes, et Michae-
lem filium Michaelis de Waltone, tenentem, de duabus carucatis terre cum pertinentiis in Waltone; scilicet, quod predictus
Michael recognovit duas predictas carucatas terre cum pertinentiis in Waltone esse jus et dominicum ecclesie Rameseie, et
quietas eas clamavit predicte ecclesie, quasi jus et dominicum suum, de se et heredibus suis. Et pro hac recognitione, et qui-
eta clamantia, dicti abbas et conventus dabunt predicto Michaeli viginti marcas argenti, et quindecim quarteria frumenti, et
unum palefridum. Et concedunt quod predictus Michael et heredes sui teneant predictas duas carucatas terre cum perti-
nentiis, de predicta ecclesia Rameseie, pro homagio et servitio suo per servitium militare sicut ceteri milites de abbatia
tenent; salva predicte ecclesie insula de Hygeneye cum omnibus pertinentiis, in pratis, in pascuis, in piscariis et mariscis, et
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in omnibus aliis, que retinet eadem ecclesia in dominium suum; et excepta medietate bosci de Waltone, et exceptis quatuor
rusticis propinquioribus aque, scilicet Rogero Tannatore, cum tota sequela sua, et toto tenemento suo, Ricardo le Parlour,
Willelmo Blanchard, et Simone Coco eodem modo, cum tota sequela sua, et omnibus tenementis suis; que omnia sibi retinet
predicta ecclesia in dominico, cum feudo Berengarii Monachi in eadem villa, quod tenuit de antecessore predicti Michaelis,
cui nullum de cetero predictus Michael faciet warantum de predicto tenemento. Et sciendum quod nullam de cetero ter-
ram nec boscum de predicto tenemento, quod de ecclesia Rameseie tenebit, predictus Michael alicui vendet, vel invadiabit,
nisi abbatie Rameseie, dummodo conventus Rameseie tantum proinde veluit dare quantum aliquis alius. Nec dabit alicui do-
mui religiose, vel alicui vicecomiti, vel forestario, vel ballivo, nec vendet, nec invadiabit de predicto tenemento. Et si forte
alicui parentum suorum, vel alicui mediocri homini, qui sibi fideliter servierit, aliquid de predicto tenemento dederit, ille, cui
datum est, prestabit sacramentum ecclesie de Rameseia; et securitatem faciet, quod similiter nec dabit, nec vendet, nec in-
vadiabit, alicui predictorum, de predicto tenemento. Hanc autem conventionem fideliter tenendam, predictus Michael affi-
davit, et juravit super altare Sancti Andree in capella domini abbatis apud Rameseiam.
Et in hujus rei testimonium, tam dictus abbas, quam ipse Michael, sigilla sua huic scripto apposuerunt.
His testibus, magistro Galfrido decano de Leen, Willelmo de Wychentone tunc senescallo, Thoma de Turneby, et cetera.”
36 前掲拙稿、162頁参照。
37 VHCH,,194;, 236.
38 NA, 164/28, fo.39v; Cartularium,, 170, “Cirographum Roberti de Beville de advocatione ecclesie de Waltone.
Hec est finalis concordia, facta in curia domini Regis apud Westmonasterium, in crastino Sancte Katerine, anno regni re-
gis Henrici filii regis Johannis nono, coram Martino de Pateshille, Thoma de Multone, et aliis justiciariis, et domini regis fide-
libus ibi tunc presentibus, inter Hugonem abbatem Rameseie petentem, per Johannem de Huntedone positum loco suo ad
lucrandum vel perdendum, et Robertum de Bevville tenentem, de tribus virgatis terre cum pertinentiis in Waltone; unde
placitum fuit inter eos in prefata curia, scilicet quod predictus abbas recognovit predictas tres virgatas terre cum pertinen-
tiis suis esse jus ipsius Roberti; habenda et tenenda ipsi Roberto et heredibus suis, de predicto abbate et successoribus suis,
et ecclesia sua de Rameseia, in perpetuum.
Reddendo inde annuatim unam marcam argenti ad duos terminos anni, scilicet medietatem ad festum Sancti Michaelis,
et aliam medietatem ad Pascha, pro omni servitio, salvo forinseco servitio. Et pro hac recognitione, fine et concordia, idem
Robertus remisit et quietum clamavit, de se et heredibus suis, ipsi abbati et successoribus suis, totum jus quod habuit in ad-
vocatione ecclesie ejusdem ville inperpetuum.”
39 NA, 164/28, fo.40r-v; Cartularium,, 172-73, “Carta Hugonis Abbatis Roberto Beiville.
Omnibus hoc scriptum visuris vel audituris, Hugo, Dei gratia abbas de Rameseia, et ejusdem loci conventus, eternam in
Domino salutem.
Noveritis nos concessisse et confirmasse Roberto Beyville, pro homagio et servitio suo, dimidiatam virgatam terre in
Waltone, scilicet illam quam Robertus Finth tenuit, cum eodem Roberto, et catallis suis, et sequela, et pratum, quod Ogerus
habuit in La Leye, et totum servitium liberorum hominum, quod Ogerus habuit in villa de Waltone, scilicet de illo, qui ter-
ram de Blakehege cum pertinentiis de nobis pro tempore tenuerit, ad Pascha sex denarios, de Sampsone de Borwode et he-
redibus suis unam libram piperis, de Olivero Monacho et heredibus suis unum denarium, de Waltero Beyville et heredibus
suis duos denarios, de Willelmo Beyville et heredibus suis unum denarium, de Alicia filia Walteri Beyville sex denarios, de
Roberto Capellano et heredibus suis duos solidos, de Olivero filio Walteri et heredibus suis unam libram cymini, de Leonio
fratre Oliveri et heredibus suis unum denarium, de Radulpho filio Egidii et heredibus suis duos solidos, de Ricardo filio
Hereberti et heredibus suis duos solidos, de Michaele filio Berengarii et heredibus suis unam libram piperis, de Mirable so-
rore Ogeri et heredibus suis duodecim denarios, et totum boscum, a bosco predicte Alicie usque ad boscum monachorum
de Saltreya in latitudine, et de magna trenchia usque ad campum de Waltone in longitudine, cum tota planitie inter le
Rodeweye, et Willelmum de Waltone. Concessimus eidem Roberto illam virgatam terre, quam Ricardus filius Rogeri tenuit,
cum eodem Ricardo, et sequela sua, et catallis suis, et dimidiam virgatam terre, quam Willelmus filius Freberii tenuit, et
unum mesuagium, quod Sybrondus tenuit, cum eodem Sybrondo, et catallis suis, et sequela sua, et tertiam partem terre et
servitii, que Wybern tenuit. Et preterea plenam medietatem bosci, qui vocatur Barwe, de illa via, que dicitur Rodeweye, ex-
tendente in mariscum, cum planitie adjacente inter boscum et mariscum, scilicet partem illam versus orientem, et insulam,
que vocatur Thorcotesholm, et preterea virgatam illam in Waltone cum pertinentiis, quam Willelmus Faber tenuit, et pra-
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tum de Blakehege ex australi parte usque ad terram Andree le Bonde, et assartum, quod fuit Helye, scilicet a domo Ernisii
usque ad Heycroft, et de Heycroft usque ad viam, que dicitur Stanweye, et a Stanweye usque ad viam, que ducit ad Wem-
tone versus occidentem. Hec omnia, sicut scripta sunt et nominata, concessimus dicto Roberto de Beyville; habenda et
tenenda sibi, et heredibus suis, de nobis et successoribus nostris, bene, et in pace, libere, quiete, honorifice, plenarie sicut
tenuit ea die Sancti Edmundi, anno regni regis Henrici, filii regis Johannis, nono, reddendo inde nobis et successoribus nos-
tris, singulis annis, unam marcam argenti ad duos terminos; scilicet ad festum Sancti Michaelis dimidiam marcam, et ad
Pascha dimidiam marcam, salvo forinseco servitio ad omnes terras predictas pertinente, salvis nobis et successoribus nos-
tris advocatione ecclesie de Waltone, boscis, terris, tenementis, pascuis et pasturis, mariscis, ingressibus et egressibus man-
erii nostri de Waltone, sicut continetur in cyrographo, confecto in curia domini regis, inter nos et Michaelem de Waltona.
Nos autem et successores nostri hec omnia predicta, sicut scripta sunt, warantizabimus predicto Roberto et heredibus
suis, per predictum servitium, contra omnes homines, ratam et gratam habentes donationem, quam Berengarius Monachus
fecit eidem Roberto de Beyville de una hyda terre cum pertinentiis in Waltone.
In cujus rei testimonium presenti scripto sigilla nostra apposuimus.
His testibus, domino W[illelmo] de Warichantun, tunc senescallo Rameseie, magistro Ada de Fontibus Clerico, domino W.
de Beyville, domino W[altero] filio Roberti, domino G. de Karltone, et Galfrido de Hemmingforde, Johanne de Claris Vallibus,
Militibus; Galfrido de Wyntonia, Simone Ballarde, Thome Chacede, Willelmo de Seleby, et aliis.”
40 ロバート＝ド＝ベヴィルへの証書の後に、もう一点、同証書末尾で言及されている、ベレンガー＝ル＝モインがロバー
ト＝ド＝ベヴィルにウォルトンの1ハイドの土地を譲渡した証書が筆写されているが、本稿では省略した。NA，164/28,
fo.40v; Cartularium,, 173-74. 写本では、この文書の後一行空けて、次の1342年のウォルトンの水路に関する審問記録に
続いており、これらの6点の文書が一括りのものと認識されていたことがわかる。
41 VHCH,, 237.
42 『ドゥームズデイ＝ブック』で5ハイドと査定されていたが、ラムジ修道院でもそうであったように、5ハイド1騎士
封の原則が妥当するならば、ウォルトンはそもそも2騎士封の規模を有していなかったことになる。前掲拙稿、162頁お
よび注35参照。
43 同、161‐62頁参照。
44 同、159‐60頁参照。
45 ラフティスの研究では、ウォルタ＝ド＝ボウルベックによるウォルトン＝マナの譲与は、ノルマン征服後の封建的軍事
負担の賦課に伴う修道院領への騎士封の設定の拡大の一環として、また1219年のマイケル＝ド＝ウォルトンからのヒグ
ニィの確保は、12世紀に散逸した修道院領の13世紀における回復の試みという文脈で論じられている。J. A. Raftis, The Es-
tates of Ramsey Abbey: A Study in Economic Growth and Organization (Toronto, 1957), 29, 103. 以下の拙稿も参照。都築
彰「ラムジ修道院とオウヴァ土地訴訟」『佐賀大学文化教育学部研究論文集』第11集第2号（2007年）、130頁。
46 注17、19、20、31、33、35参照。拙稿「13世紀のラムジ修道院カーチュラリ」『佐賀大学文化教育学部研究論文集』第
10集第2号（2006年）、73‐88頁も参照。ボウルベック家の4点の証書中、同カーチュラリでは、ヘレウィザの証書のみ転
写されている。
47 13世紀の裁判記録等からは、ウォルトンが国王に対する騎士役負担封地に含まれていることは確認できない。W. O. Ault,
Private Jurisdiction in England (1923, Buffalo, 1981), 57-81. 「ラムジ修道院の騎士達」、166‐67頁も参照。
都 築 彰40
